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2学期が終わります。今年も残り 10日あまり・・・ 

平成の元号が来年 5 月に変わるため「平成最後の冬休み」「平成最後の大晦日・お正月」6 年生は「平成最

後の卒業式」など何かと「平成最後の〇〇」と表現されますが、今年も残りわずかになり、あなたが選ぶ学校

ニュースと題してアンケート（12月初旬に 1人２つまで）を実施したところ下記のような結果になりました。 

また上位のもの以外には、1年生は入学式やプール、2年生は海友会や避難訓練、3年生は海友会やヒラメの

放流、4年生は学年行事や海友会、5年生は運動会、稲刈りや田植え、6年生は自主プランやアシュリー先生の

授業などそれぞれの学年のようすがあらわれています。自分が、友達みんなが共に苦労しがんばったこと楽し

んだことが心に残っているんだなあと感じました。このような思い出のひとつひとつの積み重ねが成長となり

肥やしになります。1 日 1 日をしっかりと送りましょう。これから雪が降る寒い時期になりますが交通安全と

健康に注意をして 1月 8日（火）の始業式には全員でスタートできるように良い年末年始を過ごしてください。 

1年生 １位 運動会、マラソン大会 7票 3位 文化祭 6票  

2年生 １位 着衣泳 7票 2位 運動会、カニ給食 5票 4位 マラソン大会、遠足 4票 

3年生 １位 音楽会、学年行事 4票 3位 遠足、海友会、ヒラメ稚魚放流 3票 

4年生 １位 マラソン大会 12票 2位 運動会 9票 3位 文化祭、遠足 8票  

5年生 １位 学年行事 15票 2位 サッカー大会 14票 3位 文化祭 5票 

6年生 １位 合宿 22票 2位 運動会 5票 3位 文化祭、クラブ活動 3票 

〇学年のおたよりの名や学級の目標には担任の思いが込められています。 

新しい年に、各自で新たな目標を立て見ててみてはどうでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇6年職業講話「石川ミリオンスターズ永水豪選手」11月 26日（月） 

石川県県民スポーツ部スポーツ振興課主催の、県内トップスターによる職業講話

が 6 年生を対象に本校で開かれました。石川ミリオンスターズの投手永水 豪選手

とキャッチャー役にミリオンスターズの職員（金沢学院大野球部出身）辻さんが来校しました。永水さんの講話の

後、体育館で全員が辻さんとキャッチボールをして永水選手にみてもらいました。永水選手は「好きなことを 1 つ

でも見つけて、それを持って頑張って（ぶれないで）欲しい」と話され、児童からの質問にも丁寧に答えてくれま

した。プロ野球への情熱と実現しようとする青年の挑戦する姿に憧れを感じたと思います。 

〇かに給食 おいしく頂きました！ 12月 5日（水）今年も一人一杯の香箱カニを給食でいただ

くことができました。今回で 4年目になり地元の漁業関係者の方には本当にお世話になり感謝

申し上げます。当日はやまは水産の橋本さん、県漁業組合加賀支部の山口さん、橋立底曳網船

長会会長の遠塚谷さんが代表として来校されました。橋本さんが「今年は水揚げが少なかった

のですが、橋立のみんなに食べさせてあげたい、地域を離れても橋立のカニ給食を思い出と自

慢にして欲しい」と話されました。いつも以上に会話の弾む楽しい給食の時間になりました。 

〇5 学年行事「収穫祭」今年も谷本さんの田んぼでお米作りに取り組みました。そして最後に収穫したお米でおに

ぎりを作り、豚汁も作りました。子ども達はお家の方といっしょにごちそうをいただきながらいい笑顔を見せてい

ました。冬休みには、一緒に料理を作りながら今年の出来事などを話してみてはどうでしょうか。 

〇健やかな橋立っ子を育てる会 教育講演会（非行被害防止講座）11月 29日（木） 

「子どもたちの傷つきに向き合うということ～子ども達と向き合う現場から～」西上 純一 氏（元中学校校長）  

役員・保護者・地域の方など約 40名が参加により、西上先生の経験をもとに事例をあげたお話を

お聞きしました。多くの子どもは大人の助けを待っていること、思春期は心の不安定（反抗的な態

度、表情など）な時期であることを理解すること、スマホなどネット機器を持たせることは、1～2

歳の子どもに刃物を持たせるようなもの！それほど危険が伴うことという内容でした。最後に今日

の講演を次の 7つにまとめられました。ア．排除ではなく近づく努力を イ．聞いてあげるだけで子ども

の心は落ち着く ウ．叱ることは大切。叱りっぱなしはだめ エ．問題を家庭や親に押し付けない（教員へ） オ．できること

を最大限努力 カ．関係機関とは、日頃からお付き合い キ．思春期は心の不安定 

〇橋立小学校の活躍！！ 

・第 31回市児童生徒俳句第 28回芭蕉祭山中温泉全国俳句大会【入選】小坂 晴希（5年）新谷 海人（5年）  

吉井 宏弥（5年）中谷侑良莉（6年）照田 未菜（6年） 

【佳作】西野 由夏（4年）濱田 剛志（5年）秋友 優花（5年）中村 心優（6年）和田 羅久（6年） 

・第 35回県硬筆書写作品コンクール【参与賞】田中 眞緒（5年）【特選】横山 実咲（5年） 

【入選】佐竹 甫月（1年）入野 結衣（2年）佐竹 初音（4年） 

・市小中学校図工・美術作品展【優良】伊東 咲耶（6年） 

【入選】大井 美沙（6年）小泉 珠季（1年）宮﨑 蒼大（2年）見付 心（3年）入野 陽奈（4年） 

西野 由夏（4年）茂岩 一波（5年）辺本 杏（5年） 

・北國スポーツ記録賞氷見山 煌士（6年） 

 〇図書館まつり（11/26～12/7）読みきかせ・ビンゴゲームなど 

 

 

 

 

 

 

 

～見逃さないで！子どもの心のＳＯＳ～という演題で明橋大二先生（真生会富山病院心療内科）のお話を市民会館で聞きました。今の子どもをめぐる問題の根っこは、

「自己肯定感の極端な低さ」。その原因は、虐待・いじめ・関わりが薄い（手のかからないいい子）・ひといちばい敏感な子（ＨＳＣ）。そして具体的な対応として、

話を聞く、気持ちを汲んで言葉にして返す、ほめる（できないことよりできる所に注目、できて当たり前でなくできなくて当たり前、比較するなら以前のその子と）、

がんばりを認めてねぎらう、ありがとうを言う。そして子どもにキレてしまうときは、過度の責任感を持っているので肩の力を抜く、子どもを変えようとするよりも、

子どもが今すでにもっているいい所に注目する。など子育てに関するアドバイスのお話でした、よろしければ参考にしてください。 今年も残りわずかとなりました

が、保護者や地域の方、みまもり隊の方などたくさんの人のご協力で無事終えることができそうです。ありがとうございました。良いお年をお迎えください。 

学年・学級 お便り名 

1年 にこにこ 

2年 わ！ 

3年 みんな にこにこ 

4年 Ｓｔｅｐ ｕｐ 

5年 ＴＯＭＯＲＲＯＷⅡ 

6年 つながり seasonⅡ Heart to Heart 

なかよし のびのび 

1 月のおもな予定 12/29～1/3 学校閉庁 

8（火）始業式・書き初め大会・給食開始 

9（水）学校公開（11 日まで）・身体測定 

11（金）市書き初め展（13 日まで） 

15（火）6 年ふるさと学習・集金振替日 

16（水）5 年ふるさと学習 

18（金）ひまわりの会 

22（水）4 年ふるさと学習 

25（金）家庭読書の日 

29（火）授業参観・教育講演会 

31（木）新 1 年生を迎える会 

 

 

 

平成 30 年 12 月 20 日 

校長 公下 隆 

 

11/27 久保壽子先生の「お話の会」 

 

11/30 全校一斉読みきかせ（高学年から低学年へ） 

 

 

12/7 先生による読みきかせ 

 


